
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！
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地区労福協事務局長の
リレートーク  No.18

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

静岡労済通常総代会・
全労済静岡県本部代表者会議

勤信協50周年記念式典

県知事要請

フードバンク
ふじのくに活動状況

第6回
ロッキー奨学金授与式

第11回　川柳募集

福祉基金協会
からのお知らせ
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役職名
本部長

専務執行役員
経営委員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業務検査委員長
業務検査委員

〃

＜2015 年度　全労済静岡県本部役員体制＞　　　　　　　( 敬称略 )
　氏　名
佐竹　功
川喜多　弘
鈴木　篤人
西山　延正
杉山　智康
渡邉　仁
石山　信博
相馬　克光
加藤　保
山本　一彰
杉本　和亮
芹澤　寿昭
吉山　拓
朝日　慎一
大塚　正訓
石﨑　錠二
杉本　勝美
近藤　雄司
小田　邦浩
西尾　誠
羽木　俊明
武藤　憲司
髙橋　真紀
渡邊　聖人
白澤　利浩
杉山　俊道
篠原　正剛
宮内　朝次

　　　所　属　団　体
全労済 (日立アプライアンス労働組合空調支部 )
全労済
遠州鉄道労働組合
日産労連静岡地域本部
巴川製紙所労働組合
富士地域共済会
中東遠地域共済会
伊豆急行労働組合
伊豆箱根鉄道労働組合
富士通労働組合沼津支部
ユニバーサル製缶労働組合富士小山支部
東芝キヤリア労働組合
富士フイルム労働組合富士宮支部
鈴与職員労働組合
ジャストライン労働組合
三菱電機労働組合静岡支部
住友ベークライト労働組合静岡支部
ＡＧＣテクノグラス労働組合
全矢崎労働組合大東支部
ＮＳＫワーナー労働組合
ヤマハ発動機労働組合
スズキ労働組合
本田技研労働組合浜松支部
エンシュウ労働組合
アスモ労働組合
ヤマハ労働組合
ＮＴＮ労働組合磐田支部
清水地域共済会

静岡労済通常総代会・
全労済静岡県本部代表者会議が開催

（一財）静岡県
勤労者信用基金協会は

創立50周年を迎えました。

30

60

が
影
響
し
、保
有
実
績
が
減
少
す
る
厳
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。一
方
、給
付
状
況
は
、件
数
、金
額

と
も
昨
年
よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
。

　
③
中
期
経
営
政
策
　
２
０
１
７
年
度
　
周
年
に

向
け
た
中
期
経
営
政
策『
Ｚ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
｜

　
』

に
つ
い
て
、２
０
１
５
年
度
も
、『
事
業
構
造
改
革
』

『
組
織
改
革
』『
意
識
改
革
』の
３
つ
の
改
革
に
よ

り
、『
事
業
実
績
の
回
復
』と『
基
礎
利
益
の
安
定
的

確
保
』を
確
実
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

我
々
の
運
動
を
例
え
る
な
ら
ば
マ
ラ
ソ
ン
で
は
な

く
、駅
伝
で
す
。次
の
時
代
に
タ
ス
キ
を
繋
げ
る
ま

で
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、一
歩
一
歩
確
実
に

歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、行
わ
れ
た
議
案
審
議
・
付
議
事
項
は

す
べ
て
提
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
、盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、今
年
度
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、７
名

の
役
員
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
労
済
静
岡
県
本
部
は
７
月

　
日（
木
）、静
岡
労
済
第
　
回

通
常
総
代
会
と
第
６
回
代
表
者

会
議
を
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡

駿
府
の
間
に
お
い
て
、総
代
定

数
１
５
０
名
の
う
ち
、出
席
１

３
６
名
・
書
面
議
決
　
名
の
も

と
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
静
岡
南
地
区
運

営
委
員
会
総
代
の
杉
山
晶
彦
氏

と
浜
松
東
・
北
地
区
運
営
委
員

会
総
代
の
森
嶋
忠
久
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、佐
竹
本
部
長
の
挨
拶

と
し
て
、２
０
１
４
年
度
の
事

業
報
告
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　「
①
事
業
状
況
　
１
９
５
４

年
、労
済
運
動
の
始
ま
り
で
あ

り
、協
力
団
体
の
皆
さ
ん
の
手

で
始
ま
っ
た『
火
災
共
済
事
業
』

が
昨
年
　
月
に
　
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。ま
た
、本
年
２
月
に
は

こ
れ
ま
で
の
建
物
構
造
区
分
を

２
区
分
か
ら
３
区
分
に
変
え
、

新
た
な
特
約
も
付
帯
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
の
制
度
改
定
を

実
施
し
、『
住
ま
い
る
共
済
』と

し
て
発
売
し
ま
し
た
。現
在
、火

災
共
済
の
加
入
者
に
建
物
構
造

区
分
事
前
確
認
を
実
施
し
た
結

果
、約
２
割
の
加
入
者
が
新
た

な
建
物
構
造
区
分
へ
の
変
更
に

よ
り
、掛
金
が
引
き
下
が
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、新
規

加
入
者
の
特
徴
と
し
て
、約
７

割
の
方
が『
自
然
災
害
共
済
』に
同
時
加
入
し
、約

４
割
の
方
が『
類
焼
損
害
保
障
特
約
』『
個
人
賠
償

責
任
共
済
』に
加
入
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ぜ

ひ
、見
積
も
り
を
ご
依
頼
い
た
だ
き
、全
労
済
の
良

さ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
団
体
生
命
共
済
は
昨
年
８
月
に
制
度
・
掛
金
改

定
を
行
い
、県
下
２
６
１
団
体
に
ご
提
案
し
、　
団

体
で
新
規
・
増
口
等
の
決
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
員
一
律
加
入
は
健
康
状
態
に
関
係
な
く
加
入

が
で
き
、掛
金
は
手
頃
で
年
齢
・
性
別
に
関
係
な
く

一
律
、更
に
共
済
金
の
支
払
い
基
準
が
広
い
と

い
っ
た
特
長
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、組
合
員
の
皆
さ

ま
の
福
祉
の
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
②
事
業
実
績
　
２
０
１
４
年
度
は
、新
規
獲
得

件
数
目
標
の
　
％
に
あ
た
る
４
４
，２
５
３
件
、口

数
で
は
目
標
の
　
％
に
あ
た
る
６
３
４
万
１
，９

５
６
口
の
加
入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ

く
み
ん
共
済
、火
災
共
済
、団
体
生
命
共
済
の
減
少

60
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佐竹本部長

会場の様子

新役員

鏡割り

会場の様子

理事長挨拶　
理事長　石塚　智昭 氏

石塚理事長から、
フードバンクふじのくに日詰理事長へ
寄付金の贈呈

静岡労済通常総代会・
全労済静岡県本部代表者会議が開催

（一財）静岡県
勤労者信用基金協会は

創立50周年を迎えました。
　
平
成
　
年
6
月
18
日（
木
）ホ
テ
ル
ア
ソ
シ

ア
静
岡
に
於
い
て「（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者

信
用
基
金
協
会
創
立

周
年
記
念
祝
賀
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、静
岡
県
を
は
じ
め
、全
国
労（
勤
）

信
協
や
関
係
事
業
団
体
等
々
、　
名
を
超
え

る
方
々
に
御
出
席
い
た
だ
き
、祝
賀
会
を
盛

大
に
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、当
協
会
発
展
の
た
め
に
御
尽

力
い
た
だ
い
た
歴
代
役
員
の
皆
様
に
は
、創

立
当
時
を
振
り
返
っ
て
の
苦
労
話
し
や
思
い

出
の
他
、現
役
世
代
に
対
す
る
叱
咤
激
励
を

頂
戴
し
、和
や
か
な
中
に
も
身
の
引
き
締
ま

る
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。
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当
協
会
創
立
に
至
っ
た
経
緯
と

当
時
の
諸
先
輩
方
の
思
い
を
正
確

に
伝
え
る
べ
く
、祝
賀
会
で
配
布

し
た「
創
立
　
周
年
記
念
誌
」に
掲

載
さ
れ
て
い
る
、当
協
会
初
代
専

務
理
事 

竹
本
正
晴
氏
に
よ
る
回

顧
録
の
一
部
を
以
下
に
転
記
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
創
立
　
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
、今
日
ま
で
の
諸
先
輩
方
の
努

力
を
無
に
す
る
こ
と
な
く
、こ
れ

を
通
過
点
と
し
て
、未
組
織
勤
労

者
へ
の
い
っ
そ
う
の
福
祉
増
進
に

努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

ど
う
か
今
後
と
も
、引
き
続
き
ご

支
援
ご
協
力
の
程
、宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 50

50

40
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　「
未
組
織
勤
労
者
対
策
と
し
て
、昭
和
　

年
と
　
年
に
静
岡
と
浜
松
に
県
の
助
成
を

得
て
質
屋
生
協（
労
働
質
庫
）を
開
設
し
て

品
物
を
預
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
融
資
を
す

る
こ
と
と
し
た
。」

　「
し
か
し
、こ
の
方
法
で
事
業
を
行
っ
て

も
街
の
質
屋
よ
り
は
安
い
金
利
で
は
あ
っ

た
け
れ
ど
、よ
り
増
し
な
仕
組
み
と
し
て

品
物
に
代
わ
る
保
証
機
関
を
設
立
し
て
未

組
織
勤
労
者
に
融
資
を
す
る
組
織
が
必
要

で
あ
り
」又
、「
労
働
金
庫
が
団
体
主
義
を

貫
い
て
ゆ
く
上
に
お
い
て
未
組
織
勤
労
者

の
窓
口
を
各
地
区
労
福
協
に
求
め
る
こ
と

が
、県
内
の
福
祉
事
業
団
体
の
発
展
を
計

る
足
場
を
築
く
た
め
に
は
最
適
で
は
な
い

か
」と
の
考
え
の
も
と
、「
1
9
6
5
年（
昭

和
　
年
）3
月
に
静
岡
県
勤
労
者
信
用
基

金
協
会
が
設
立
さ
れ
」、同
時
に「
県
労
福

協
の
第
2
回
総
会
に
地
区
労
福
協
の
未
組

織
勤
労
者
融
資
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を

荷
う
提
案
が
満
場
一
致
を
以
っ
て
決
議
さ

れ
た
。」
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　昨年の５月に設立しましたフードバンクふじのくに
も、２年度目に突入しました。昨年度から引き続き、賞
味期限内で安全に食べられるものの、様々な事情によ
り処分せざるを得ない食料を、生活困窮で苦しみ、明日
の食事に事欠き、本当に食料を必要としている方々へ
届けるフードバンク事業を行っております。
　本年の活動状況としましては、まず、４月に新しい法
律「生活困窮者自立支援法」が施行され、各市町に自立
相談窓口が設置された影響により、社会福祉協議会や
行政からの依頼が激増しております。
　４月、５月と、月毎の依頼件数は新記録を更新し

　このような状況のなか、食料が尽きることなく対応
をすることができているのは、労働組合を通じての防
災備蓄品の寄贈、各地区労福協でのフードドライブ、活
動資金の寄附等、労福協の皆様方の多大なご協力のお
かげであり、本当に感謝しております。
　また、夏季フードドライブにおきましては県民の皆
様からのご協力をいただき、まだ計測の段階ではあり

続け、７月にはついに一か月の間での依頼件数が100件
を超えるまでになりました。昨年度の総依頼件数は414
件でしたが、本年度の活動５か月でその件数を超えて
しまい、そして地域という面においても静岡県の大部
分の市町の行政や社会福祉協議会と連携を取り、活動
を拡大させております。
　私たちもここまでの反響は想定外で、業務量も増え
ており、戸惑いもあるのも正直なところではあります
が、フードバンクを利用した方から来るお便りや、何よ
り「必要とされている」ということにやり甲斐を感じ、
日々活動をさせていただいております。

ますが、1,290kg以上の食料が寄せられております。
　これからも、一人でも多くの方がフードバンクに興
味を持ち、明日の食事に事欠く方を一人でも減らすこ
とができるよう活動を継続していきます。
お願いばかりで恐縮ではございますが、今後ともどう
ぞよろしくお願い致します。

ご支援いただいた食料品

事務所内倉庫の様子

フードバンクふじのくに　事務局長　望月健次 氏

フードバンクふじのくに
活 動 状  況

２０１5年度「対県要請」
　静岡県労福協の吉岡理事長は連合静岡の池冨会
長と共に8月28日（金）に静岡県庁内で川勝知事と
面会をし、2015年度の「対県要請」を行いました。
　今年度は、県労福協・労働金庫・県生協連・福祉
基金協会の４団体から７項目の要請があり、７月
の事業団体責任者会議を経て県労福協が取りまと
めをしました。

川勝知事へ
7項目を要請

川勝知事に要望書を渡す、
吉岡理事長

要望書

県労福協は、「連帯・協同で安心・共生の福祉社会を
つくろう！！」をスローガンに「安心できる福祉社会」
の実現の為、労働団体・福祉事業団体・NPOと連携
して「根ざした顔の見える自主福祉運動」を県下で
取り組んでおります。しかし、勤労者を取り巻く環
境は一向に改善がされず、貧困と格差が一層拡大
しています。富国有徳を謳うこの静岡県も非正規
雇用労働者やワーキングプアの増加は著しく、生
活保護受給者もこの5年で約5,200人増加し、3万人
を超える現状となっています。また、少子高齢化は

　■要請項目
　要請１　　「フードバンクふじのくに」活動に対する支援を要請します＜継続要請＞
　要請２　　消費者教育推進法による消費者教育推進地域協議会の各市町設置の指導を継続されたい
　　　　　　尚、設置に当たっては我々の代表を参画させるよう併せて指導されたい＜継続要請＞
　要請３　　奨学金（日本学生支援機構）利用者で県内就職者に対して、 利子補給制度の新設を要望したい
　要請４　　静岡県の次代を担う世代の育成に寄与する地域役立資金『人づくり』 事業の広報・周知活動
　　　　　　をお願いしたい＜継続要請＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１～４　県労福協要請
　要請５　　平成２７年度より施行された「生活困窮者自立支援法」に関し、 静岡県内の行政および民間
　　　　　　団体を含む社会資源リストを静岡県において作成し、 各市町へ提供頂きたい　労働金庫要請
　要請６　　「ライフサポートセンターしずおか」 に対する積極的な行政支援をお願いしたい＜継続要請＞
　要請７　　静岡県食の安全・安心推進条例（仮称）を制定されたい＜継続要請＞
　6～7　福祉基金協会要請

更に加速度を増し、それを支える世代の減少や貧
困と格差による生活困難者の増加が日本社会の仕
組みに大きな負荷を掛ける事は言うまでもありま
せん。一方、国と地方の借金は1,000兆円を超え、行
政にばかりに頼っている時代ではないことも認識
していますが、今こそ官民一体となったセーフ
ティーネットを構築する必要があると考え、我々
福祉事業団体は、民間のセーフティーネットとし
て県民に役立つ活動を今後も展開していくことを
訴え、静岡県による一層の協力を要請しました。
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奨学金授与式

ロッキー

39

　7月28日（火）、第６回ロッキー奨学金の授与式が
ＡＬＷＦロッキーセンター会議室にて行われました。
　『ロッキー奨学金』は、静岡県労働金庫の会員（県内の労働組合など）により静岡県
労働金庫特別利用配当金から拠出され2010年６月に創設した『地域役立資金』の
内、県労福協が管理している“人づくり資金”の一定金額を基金とし、その運用益を
活用した奨学金20万円を給付する制度（返済不要）です。また、奨学金の対象者は、静
岡県内に在住もしくは企業などに勤務する勤労者の子弟で経済的支援が必要と認
められる学生で、いずれの学生も各大学から推薦いただいた優秀な方達です。今回
の授与式では静岡大学・静岡県立大学・静岡文化芸術大学で奨学生を募集し、各大学
から成績優秀な方８名を推薦していただきました。
　「不況や就職難で奨学金が返済できず、厳しい取り立てを受けたり、自己破産した
りする若者が急増して社会問題化しています」奨学金制度には貸与型と給付型があ
りますが、『ロッキー奨学金』は給付型で、返済する必要はありません。
　授与式の冒頭、吉岡理事長から「社会のために一生懸命勉強をし、奨学金を有意義
に活用して欲しい」と挨拶がありました。
　次に労働金庫の古川理事長から「働く者の金融機関である事を説明し、将来、皆さ
んが労働金庫を利用していただければ、回りまわって後輩達の支援に繋がる。今後
も支援をしていきたい」との挨拶がありました。
　その後、各大学の代表から謝辞の挨拶を受け、その中のひとりから「親孝行をする
機会をいただいた事に感謝し、努力し続けたい」とお礼の言葉をいただきました。
　奨学生の募集は春と秋、毎年２回行われます。厳しい経済環境の中で勉学意欲が
ある子弟への支援策として、秋から対象大学を３大学追加し、６大学で募集を行い
ました。今後とも県労福協は家庭環境の厳しく、学業優秀な大学生の支援を続けて
いきます。

授与式参加者の
集合写真

挨拶をする　
労金　古川理事長

募集期間　　２０１５年１１月２日(月)～１１月３０日(月)
応募規定　　＜ろうきん＞または＜全労済＞にお取引のある方ならどなたで
　　　　　　も参加できます。ただし、一人一首・未発表のものに限ります。
応募方法　　所定の用紙に記入して、下記に備え付けの応募箱に投函または
　　　　　　ご提出下さい。　　　
　　　　　　・静岡県労働金庫 本支店・各地区の労働者福祉協議会事務所
　　　　　　・ライフサポートセンターしずおか各事務所
賞と賞品　　最優秀賞　　１点　　１万円相当の商品券
　　　　　　優 秀 賞　　５点　　５千円相当の商品券
　　　　　　佳　   作　　数点　　３千円相当の商品券
　　　　　　入      選　　数点　　千円相当の商品券

★応募作品は、外部の有識者により、厳正に審査致します。
★入選作品の著作権は「ろうきんグリーン友の会県連絡会」
　「静岡県退職者福祉協議会」に帰属するものとします。
★入選作品ならびに入賞者は、ライフサポートセンター友の会・
　会報新年号にて発表します。
★最優秀賞ならびに優秀賞は、表彰式を行います。佳作、入選者
　には賞品の発送をもって表彰に代えさせて頂きます。
★応募者の個人情報は、入賞者への賞品の発送及び本件に関す
　る諸連絡にのみ使用させていただきます。

お問合せ先　　ろうきんグリーン友の会県連絡会  事務局
　　　　　　　静岡県退職者福祉協議会   事務局　
　　　　　　　☎０５４－２７５－１３８８
後　　　援　　ライフサポートセンター友の会
協　　　賛　　静岡県労働者福祉協議会
                     静岡県労働金庫・全労済静岡県本部

チャレンジ川柳気軽に参加
！ 

「
ろ
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ん
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の
会
県
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絡
会
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「
静
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県
退
職
者
福
祉
協
議
会
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催
、

【
ラ
イ
フ
サ
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ー
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の
会
】後
援
で
、川
柳
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

川
柳
募
集

第
　
回
11今

回
の
お
題
は「
相
談
」

全労済で保障の相談ができるよ！ 

こわいよー

雨も風も強く
なってきた事だし、
雨戸閉めようかぁ

今年も
台風の季節に
なったんだね

なんの音？　
雨戸大丈夫かなぁ～

ガタ ガタガタ

えぇ！？、
だ、大丈夫よ！
でも壊れたら、
困るわっ

パパ、台風の
保障って、
この家、
大丈夫なの？

えぇっ、今まで
火災の保障しか
考えていなかった。

ガ
ー
ン

パパ、しっかりしてよ

パパ、
相談できる所があってよかったね

パパ、どこか
相談できる
所はないの？

あっ、そうだ！
全労済があった。
早速、連絡
してみよう

おうち
こわれない？
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ロッキーカレッジのご案内

ロッキーカレッジ開催報告

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階
FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳南：0545-51-3715

西　部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。
お気軽にご利用下さい。

相談ダイヤル
受付は平日
9：00～17：00

暮らし
何でも相談

【本当はこわい！お口の病】無料
公開研究会

申込み先/054（273）3000
現代学生の経済的苦悩
　～奨学金とアルバイト

参加者募集

2人に1人が大学に進学し、多くの学生たちは奨学金を利用しています。そのため多くの学生たちは保護者の負
担軽減、あるいは仕送りの不足分を補うなどの目的でアルバイトに勤しんでいます。ところが、従事するアルバイト
の時間が異常に長くなるなど様々な課題が散見されています。公開研究会では、奨学金の問題を明らかにする
とともに、学生たちの置かれている現状や問題点を広く学生・保護者・教育関係者の方々に知って頂く機会にし
たいと考えています。多くの方のご参加をお待ちしています。

【開 催 日】　2015年11月28日（土）
【開催時間】　13時30分～
（受付開始13時00分）
【開催場所】　ALWFロッキーセンター
（公財）静岡県労働者福祉基金協会「大会議室」
【参加対象者】　一般
【参加費】　無料
【参加人数】　120名

○10/17（土）14:00～16：00
優しさと強さをとりもどして　生きていく
在宅ホスピスケアで学んだこと
講師：内藤いづみさん（ふじ内科クリニック院長）
○11/21（土）14：00～16：00
四苦抜苦（しくばっく）～一人称の死を考える～
講師：高橋卓志さん（神宮寺住職）

【プログラム】
Ⅰ部　13時40分～14時40分　基調講演
Ⅱ部　15時00分～16時30分　パネルディスカッション
★基調講演講師
　「ブラックバイトと奨学金問題から考える
　教育の現状と課題」
講師/大内裕和（中京大学教授）

【東山家のもめない相続】

【ケアする人のケアを学ぶ会2015】

ALWFロッキーセンターに
て、相続、遺言・成年後見制
度について、司法書士 小林
久晃さんより解説していた
だきました。相続は、財産の
多少にかかわらずもめる要
素を含んでいることから、後々のトラブルをさけるためにも事前準
備が大切であることや、相続・遺言・成年後見はつながりのある
ものなので、いっしょに考えてほしいと話しました。

私たちが暮らす社会には、さまざまな困難を抱えた人たちと、その人たちを支えている多くの人がいます。
ケアする人のケアを社会全体のテーマとして考え、支えあえる社会を創っていくためのアイデアや実践を学びます。

むし歯菌や歯周病菌が影響を及ぼす全身疾患リ
スク（心疾患や脳梗塞、糖尿病）やドライマウスな
ど、最近のお口トラブルを中心にお話します。

7/25（土）・8/1（土）
【今からはじめる老い支度】

浜松・沼津労政会館にて、女優 藤田弓子さんを招き『いくつに
なっても旬』というタイトルでご講演いただきました。映画やドラ
マ、舞台での経験や、座長を
務める伊豆の国市劇団「い
ず夢」の活動に触れ、「年齢
を重ねても心は歳をとらな
い。人生において心ときめい
ていることが旬のあなたを生
みます。」などと話しました。

8/29（土）・9/3（木）

会　場：ALWFロッキーセンター　参加費：各回1,500円
申  込：下記を明記のうえ、郵送・FAX・E-mailで
静岡県ボランティア協会へ
　　   (氏名、性別、年齢、職業、住所、電話、FAX、e-mail)
　　  　〒420-0856
静岡市葵区駿府町1-70　静岡県総合社会福祉会館2階
　  　TEL：054-255-7357　FAX : 054-254-5208
　E-mail : evolnt@mail.chabashira.co.jp

日時：12/5（土）10：00～11：30
会場：韮山時代劇場
申込：ライフサポートセンターしずおか東部
       TEL055-929-9820
講師：森野智子さん
（静岡県立大学短期大学部歯科衛生学科講師）

【脳いきいき講座】無料
認知症の予防は普段の生活習慣から！認知症を正しく
理解し、ならないさせない予防と秘訣を学びませんか。
日時：11/7（土）13：30～15：30  
会場：長泉町福祉会館
問合せ：ライフサポートセンターしずおか東部
       TEL055-929-9820
日時：11/29（日）13：30～15：30  
会場：浜松労政会館
問合せ：ライフサポートセンターしずおか西部
          TEL053-466-6307
講 師：志村孚城さん  （日本早期認知症学会理事長）
　　　：奥山惠理子さん（日本認知症ケア学会評議員）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

静岡大学法科大学院で教鞭を執る弁護士が、約1時間皆様のご相談に応じます。法律に係る
諸問題（相続、遺言、離婚、賃貸借、消費者被害等）でお悩みの方、お気軽にご利用下さい。
開催日：2015年12月5日（土） 会場：ALWFロッキーセンター
募集：13時00分・14時30分・16時00分　各時間3名計9名（事前予約先着順）
問合せ：ライフサポートセンターしずおか中部　ＴＥＬ：054-270-3963（平日9:00～17:00）

【生き抜く～南三陸町人々の一年～】
2011年、東日本大震災津波襲来から28時間後、宮城県南
三陸町に入った大阪毎日放送取材チームが800時間に及ぶ
取材映像をまとめたドキュメンタリー映画「生き抜く」の上映
会と制作プロデューサー井本里士さんの講演会を行います。
日時：2016/2/13（土）13：00～16：00頃
会場：グランシップ2階映像ホール

【ＪＡＸＡタウンミーティング】
ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）の宇宙航空分
野専門家と参加者が、宇宙航空研究開発につ
いて語り合うイベントを行います。
日時：2016/3/5（土）13：00～15：30.頃
会場：静岡労政会館6階ホール
登壇者・内容：未定

詳しくは次号労福協
だよりでご案内します。

★お知らせ★

無料法律
相談会
無料法律
相談会

詳細は、http://www.alwf.or.jpで確認できます。
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　本年６月の定期総会以降に、三島地区労福協の
事務局長ということで仰せつかりました齊藤で
す。出身労組支部においては、昨年8月より現職を
務めさせて頂いております。まだ、具体的に事務局
としての仕事が出来ていない中で、このリレー
トークのお話があり少々困惑しておりますがよろ
しくお願いします。
　さて、5月のことになるのですが、三島「楽寿園」
のＳＬ半世紀ぶりに汽笛の音、地元高校生が修復
と夕方のＴＶ番組の特集ということで紹介されて
いました。何気に見ていたら、なんとそこに甥っ子
の姿が映っており「ビックリ！！」、そして何とい
うことか、30名以上のご家族連れの親子を前にし
て堂々とＳＬに関することについての説明をして
いる姿を見て、改めて驚きと共に少し見ないうち
に随分成長していたのだな～と感動してしまいま
した (^_^)v
　また話は変わるのですが、昨年8月以降、特に近
隣地域の皆さんには会議帯を含め、様々な場に於
いてお声掛け・ご指導を頂きこの場をお借りして
大変感謝申し上げます。その甲斐もあってか、連合
の「2015平和行動in沖縄」への参加、単組になりま
すが「ＪＡＬ安全啓発センター」の見学、全労済に
おいても「2015年度 労済運動に関する啓発活動の
実践」へ参加させて頂きました。

齊藤　弘
三島地区労福協 事務局長
出身組織；横浜ゴム労働組合 三島支部
役職；支部長

①趣味：妄想？
②モットー：話せば何とかなる
③最近感動したこと：甥っ子がＴＶに出ていたこと (^_^)v
④最近失敗したこと：携帯を替えたこと f^_^;

サイトウ ヒロシ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.18

人物登場
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織
力
を
示

す
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
し
て
、
販
売
に
応
ず
る
こ
と
と

し
た
が
、
そ
の
枚
数
が
大
き
く
地
区
労
福
協
だ
け
の
努
力

だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
県
労
福
協
に
対
し
支

援
・
協
力
を
要
請
し
た
。

　
当
時
の
県
労
福
協
の
粟
倉
会
長
も
快
諾
さ
れ
、
こ
れ
を

県
労
福
協
の
活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
時
に
は
粟
倉
会
長
の
同
道
を
得
な
が
ら
市
の

担
当
者
と
複
数
の
「
す
ん
ぷ
博
レ
デ
ィ
ー
」
を
同
行
さ
せ
、

県
内
の
各
地
区
労
福
協
事
務
局
を
訪
問
し
、
イ
ベ
ン
ト
内

容
の
説
明
と
前
売
券
販
売
の
協
力
を
お
願
い
し
て
き
た
。

　「
す
ん
ぷ
博
」
は
八
九
年
三
月
一
八
日
よ
り
約
二
ヵ
月

間
の
期
間
中
に
約
一
〇
七
万
人
の
入
場
者
を
集
め
、
成
功

裡
に
閉
幕
し
た
が
、
団
体
・
企
業
に
よ
る
前
売
券
販
売
数

は
Ｊ
Ｒ
の
八
万
枚
に
次
ぎ
労
福
協
は
堂
々
二
位
の
五
万
枚

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
実
績
に
よ
り
、
静
岡
市
行
政
か
ら
は
労
福
協
が
高

く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
会
が
要

請
し
て
い
た 

①
助
成
金
は
年
間
五
四
万
円
が
九
五
万
円

に 

②
労
金
へ
預
託
金
の
大
幅
増
額 

③
勤
労
者
福
祉
事
業

と
し
て
毎
年
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
旅
行
へ
バ
ス
五
台

分
補
助 

④
勤
労
者
の
福
祉
と
地
位
の
向
上
の
た
め
多
目

的
会
館
の
建
設
（
ラ
ペ
ッ
ク
） 

⑤
市
長
と
も
懇
親
会
の
定

期
開
催
等
多
く
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
市
行
政
に
関
わ
る
諮
問
機
関
で
あ
る
「
静
岡
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」
の
委
員
に
地
区
労
福
協
代
表
が

選
出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

労福協と私

す
ん
ぷ
博
覧
会
と
労
福
協

　

2
事業団体職員・労福協役員へ

4回シリーズ
その

蒔田 延行 氏

運動継承！

贈る言葉
現在81歳。静岡鉄道労働組合委員長をやりながら静岡市労福協の会長を務めた。一旦職場
に戻り1992年に会社を退職。1995年に地区退福協に入会し、2000年7月～2012年6月ま
で県退福協の会長を務めた。趣味は川柳で今でも川柳教室に通って励んでいます。

　平和行動では、「戦後70年」、ＪＡＬでは「日航機
墜落30年」、全労済においては「阪神・淡路大震災
20年」がそれぞれ経過したということの中で、その
当時の現場・現物を目の当たりにしながら、案内役
のガイドまたは語り部の方々がその時にここで何
が起きていたのか、これからの私たちはこの痛く
て辛い想いを教訓に、どのように生活・暮らしに活
かして行けば良いのかを一生懸命に語ってくれて
おりました。様々な経験をさせて頂く中で、出来る
限り多くの方々へ命の大切さなどをしっかりと伝
えていければと思います。
　それから昨年度は、諸先輩方が築き上げられた
県労福協は50周年を迎えたことに敬意を表すると
共に、その活動をしっかりと引き継ぐ中で、働く仲
間と共に次世代へ繋げる活動を取り組んで行けた
らと思います。
　最後になりますが、一緒に同行させて頂いた皆
さんには色々とお世話になり、同じ働く仲間とし
て共有できたこと感謝申し上げます。しかしなが
ら、唯一共有できなかったことが発覚！！私だけ
が「ガラ携（LINE使えず）」ということで、今現在も
新しい携帯と格闘中です f^_^;
※ いまはライダー復活！？に向け、猛特訓？（妄
想ダイエット）中であります (^o^)/

妄想ラ
イダー

NOW
!
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島田榛北地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

掛川地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

北駿地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

三島地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

　６月７日（日）恒例行事となりました国道歩道清掃活動が行
われ、50名の方に参加いただきました。日曜日の開催というこ
ともあり、お子様連れの参加が目立ちました。
　清掃場所は昨年度と同じ、『国道138号線』茱萸沢上交差点
から萩原西交差点の間の歩道を歩いて清掃しました。清掃前
には、注意事項等の説明をし、参加者を４つに分け分担しゴミ
拾いを行いました。国道246号線と交差する高架下は、信号待
ちをする時間が長いせいか沢山のゴミが捨てられていまし
た。交通量も多く狭い為、全てのゴミを拾えなかったのは残念

国道歩道清掃活動

　掛川地区労福協、ろうきん掛川支店運営委員会共催で祭りを行いました。祭りも今年で４
年目（４回目）となり、地元住民から「今年はいつやるの？」と楽しみにされるなど、地域に根
づいたものになってきました。（以前は、「さつき祭り」「あじさい祭り」と開催時期の花の名前
にちなんだネーミングをしていましたが、誤解をまねくこともあり止めました。）
　当日は台風の影響が心配されましたが、全く問題なく、夏の暑い中での開催となりました。
今回も労福協・ろうきんの会員、掛川地区退福協やグリーン友の会からのご協力のもと、焼き
そば、フランクフルト、カキ氷等の販売、射的ゲーム、ストライクアウトなどを行いました。
　なお、今回の祭りでは、お楽しみステージとして、退福協役員からご紹介いただいたゲスト
による南京玉簾、ラッパ演奏などで祭りを盛り上げていただき、今までにない祭りステージ
となりました（ろうきん職員によるマジックショーが一番よかったとの感想も…）。約400名
の来場者で賑わい、餅投げや大抽選会を楽しんでいただきました。大抽選会の景品は、会員か
らのご提供品で、子供用抽選会、大人用抽選会と、合計65名の方が当選できるほどのご協力
をいただきました。当選者のみならず、来場者からも大好評でした。
　売上金の一部は、例年同様に寄付をする予定ですが、寄付先については選定中です。

●菊川名物「夜店市」への出店
（８月８日（土）／菊川市駅前通り）　
　菊川名物「夜店市」に、今回初めて、掛川地区労福協とし
て射的ゲーム+お菓子つかみ取りを出店しました（２日
間の開催のところ１日のみですが…）。噂どおりの来場
者、大混雑の中、子供たちに射的ゲームを楽しんでいただ
きました。また、親御さんへ労福協をＰＲしました。

島田榛北地区労福協　会長　片山　勝彦

ですが、ボランティアをしている私たちを見て何か感じてく
れるといいですね。１時間半程度の清掃作業でしたが、空き缶
や空き瓶・ダンボール・たばこの吸い殻などのゴミの回収がで
きました。
　当日は曇り空ではあったものの、気温が高く清掃中は汗を
かくほどでした。回収したごみは、参加者の皆様にご協力いた
だき、分別をすることが出来ました。多くの皆様にご参加いた
だき感謝です。
　来年の活動では、今年より少ないゴミになっている事を願
うばかりです。

　　　　　　　　　　　　　　７月25日（土）、「長泉花いっぱい倶楽部」の活動に参加しました。
　　　　　　　　　　　　「長泉花いっぱい倶楽部」とは、長泉町に県立がんセンターの誘致が
　　　　　　　　　　　決定したのをきっかけに、「がんセンターを訪れるすべての人達の心が
　　　　　　　　和むように」という町民の呼びかけにより始動したボランティア団体です。三
島地区労福協長泉支部として、この活動に賛同し、年に４回程度参加しています。246バイパスを
はずれ、がんセンターに向かう道路沿いに並ぶ花壇の手入れをしています。
　真冬の作業もかじかむ手を温めながらで大変ですが、真夏の作業も、汗だくになり熱中症対策
に気を配りながらで、体力勝負です！通常は午前９時から作業開始ですが、この回だけは暑さ対
策のためか８時から作業開始です。長泉支部会員のみなさんが「三島地区労働者福祉協議会」の
ビブスを着用し作業に取りかかります。すでに「花いっぱい倶楽部」の方々が古い花を取り除い
てくれてあり、新しい花苗を順に植え付けていきました。
　お昼頃には作業が終わり、「花いっぱい倶楽部」の方々がカレーライスを用意して下さってい
ました。これがまた楽しみの１つなんですよ！作業の後、空の下で食べるカレーは格別です。
　緑の葉だけの苗が、花を開き、沿道がきれいに彩られるのを楽しみに思いながら、そして、がん
センターを訪れてこの花を見た人達の心が和むことを願い、活動を続けていきます。

　2015年7月17日(金)、総勢50名参加による当地区恒例の「納涼ビール列
車」を開催しました。大井川鉄道の新金谷駅から千頭駅までを往復約3時間
半、専用お座敷列車にて大井川の川べりをゆっくりと風情を楽しながら、う
ちわ片手に冷たいビールを味わう粋な旅です。なかなか地元の方でも、乗っ
たことがない方が多いようです。今回で何回目かわかりませんが、当労福協
の目玉行事、会員交流、暑気払いの場として実施しています。要は、「飲めれ
ば!!」いいのですが・・・・
　当日は午後6時出発まであと15分という時に雨がポツポツと落ちてきま
した。雨が降ると困るのです。車両はかなり旧式のもので空調はついていま
せん。窓を閉めれば車内はムンムンとなります。祈りが通じ、雨が止んでの
出発となりました。車内は窓全開、「ガタンゴトン」の線路音が大きく、会話
も自然にトーンが大きくなります。虫や笹、枝葉が窓から入ってきても気に
しません。前日までの連日の大雨の影響もあり、川水量が非常に多く、霧も
出て、まるで車窓からは水墨画の中を走っているような感覚を覚えました。
　たまたま今回はテレビ局の旅番組の取材がありました。「乾杯」をお願い
します。はいもう一度。今度はこっちでと延々と繰り返し撮りました。いつ
放映するの?と自分が映るものと期待していましたが、実際にテレビで放映
された時間は5分間枠の中で3秒間という笑い話も生まれました。
　毎回大井川鉄道さんのご厚意もあり、子供向けのトーマス列車人気には
劣りますが、この「ビール列車」は、リピーターが多く参加しています。今回
もとりわけグリーン友の会のみなさんには、毎回手作りの差し入れとして
「なすの辛し漬」やお菓子を提供いただいています。車両への持ち込みは自
由であり、事前に事務局で用意した酒、ピザ、アイスも大好評でした。また、
参加者からの提供された日本各地の銘酒は、試飲と称しながらも結局は、の
んべえ席周辺で一升瓶が転がっているものとなりました。
　例年ビール列車はこの時期に行っています。レトロ感と風情を味わいた
いと思う皆様の参加(ご一緒に飲みませんか?)を歓迎いたします。

「ビール」
列車の旅
「ビール」
列車の旅

長泉
花いっぱい
倶楽部

●ろうきん祭り（７月11日（土）／ろうきん掛川支店駐車場）　



〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。
クイズの答はメッセージにお願いします。

○富士市　　長谷川　和代様
○富士宮市　富永　優樹様
○焼津市　　松村　友紀子様
○磐田市　　山口　博様
○浜松市　　中村　美代子様

（１）  Ａ：５３回
（２）  Ａ：ライフセービング
（３）  Ｂ：７３ｋｇ

応募総数54通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

（１）『住まいる共済』火災共済の新規加入者の何割の　
　  方が自然災害共済に同時加入しているでしょうか？
　　Ａ ７割　　Ｂ ４割　　Ｃ １０割

（２）三島地区労福協の事務局長の齋藤さんのモットーは？
　　Ａ  なせば何とかなる
　　Ｂ  話さなくても何とかなる
　　Ｃ  話せば何とかなる
（３）  「フードバンクふじのくに」で実施した夏季フードドライブ、
　 県民の皆様からのご協力いただいた食料は何ｋｇ？
　　Ａ  414ｋｇ     Ｂ  ７３ｋｇ    Ｃ  1,290ｋｇ

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１5年11月30日（月）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円をゲットしよう！
■最近また気になり始めているのが、保障に関する内容です。共済
ショップ磐田店がオープンしたという事でしたが、もっと身近な所にで
きたら是非行きたいと思います。　　　　　　　富士宮市　山本様

■労福協便りは職場で回覧されるので読んでいます。「フードバンク
ふじのくに」は、何もしなければ「ただのゴミ」になってしまうものを「社
会の役に立つもの」に変えられる素晴らしい取り組みだと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市　久保田様

■第５３回定期総会の吉岡理事長のあいさつを読みました。・・・原
点とは、「助け合い・支え合い」「困ったときはお互い様」です。はずか
しいですが、そうだったのか、すごいな！と感動しました。「困ったとき、
悩んだとき」は、どんな人にもあります。フードバンクふじのくに設立１
周年、明日の食べ物にも困っている困窮者は少なくありません。２０ト
ンもの食料が生活に困った人 に々役立つよう企業や個人からあたた
かい寄贈がされ、日本もまだすてたものではないなと、人々の善意を
感じました。新聞社５社の取材もありとＰＲにもつとめられ、私たちも少
しでも困った人の役にたつようにと改めて思いました。「労福協だよ
り」の編集に係る皆さまにいい情報を与えてくれお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市　石井様

■労福協だよりの記事は、いつも身近な話題が多く、いつも楽しみに
しています。夏の4コマ漫画も、知って得する情報なので、隅から隅ま
で見逃せません。事務局員さんの紹介もあり、担当者さんの顔が見
えると、すごく身近に感じます。事務局員さんの、おすすめのスポット
や、美味しいお店など紹介して頂けると嬉しいと思います。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼津市　丸山様

■今回の夏号の表紙は、「青い空と海」で夏らしく素敵だと思いまし
た。が、下田の海のナイスガイが、浜辺に埋められて見えるのが笑っ
ちゃいました。四コマまんがの＜ろうきん＞キャッシュカードの話は、我
が家も子供達が進学で家を離れた時、労金に口座を作り、生活費の
振込をしていました。手数料もかからず、コンビニで引出せるので、と
ても助かりました。カードは本人、通帳は親が管理なので、記帳してム
ダ使いがないか、チェックも出来ました。　　　　 浜松市　鈴木様

アドレスが変わりました！

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

http://www.union-
　　　travel.co.jp

（株）静岡ユニオントラベルの
ホームページ内、オンラインショッ
プまたはFAXでお申し込みいた
だけます。FAXのお申し込み用
紙はオンラインショップからダウン
ロードできます。

連合静岡東部ブロック事務局員、及び連合沼三地協事務局員で
入局の１年後の事、先代の沼津地域・地区労福協事務局員から
「僕はもう歳なので、後は貴方がヤルンダよ。」の一言で引継終
了、早いもので６年が経ちます。役員さん方からPower を頂戴
し、日々楽しくお手伝いさせて頂いております。拠点は移転後２
年目の秋を迎えます。事務所は明るくて居心地の良いところで
すよ。お気軽に立ち寄ってくださいね。喫茶【♪ふれあい♪】
Open します。（笑）

氏　名／武田　貴子
血液型／ A 型
趣　味／ネット・サーフィン

たけだ　　　　　たかこ

（沼津地区労福協担当）
事務局員紹介
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